
1400E経線に沿う本邦およびその周辺における

冬季の風向別気温の研究＊

斎　藤 昭＊＊

　要　　旨

　本邦およびその周辺における冬季の風向別気温の立体構成を明らかにするために，140。E経線に沿うその

ク・スセクショソの統計的解析を行なって，次のような結果を得た．

　（1）　風向別平均気温を，規則型（気温が風向と密接な関係がある型で，N1，N2，N3の型に細分され

る）と不規則型（気温が風向と一定の関係がない型）とに分けて，その分布を調べてみると，N1型が卓越

し，それは，主として，南大東島～稚内の1000mbおよび850mb，館野および秋田の700mb～200mbのそれ

ぞれのほぽ全域と八丈島～稚内の50mbに出現する．これに対して，不規則型は，主として，低緯度のグァ

ム島および高緯度に近いアヤソの1000mb～100mbに出現する．

　（2）　館野を例にとり，風速の各階級別に分けた風向別平均気温の型と，風向別気温の平均値の型とを比

較してみると，最大度数の階級の風向別平均気温の型は一致するが，他の階級のそれらは，必ずしも一致せ

ず，特に，この傾向は，500mb，100mb，50mbにおいて著しい．

　（3）　N1型を中心に，規則型の3型につき，風向別気温の度数分布解析を行ない，その結果，その出現

度数，平均値，標準偏差，最高値，最低値の特徴が明らかにされた．なお，N1型につき，風速の階級別に同

様の解析を行ない，標準偏差が一般に小さくなり，1／2以下になる風向が多いケースもあることが判明した．

　1．緒言

　風向（風速）と寒暖気流の流入状況や気温との関係

は，気象解析を行なう場合，一つの基礎資料となり，ま

た，総観気候学の研究対象でもあると考えられるが，こ

の統計的実態，メカニズム，分布等について，気象学お

よび気候学のいずれにおいても，従来，充分な研究がな

されていなかった．

　筆者は，これらの研究は，風向別気温の解析によりな

されると考え，本邦の冬季の対流圏について，その統計

的およびシノプティックの特性を明かにした．

　すなわち，富士山頂（1967）および館野の対流圏（1970）

について，その統計的特徴を調査し，上層のトラフやリ

ッジの解析により，富士山頂（1969）および本邦の対流

圏下層部（1971）について，そのメカニズムを解明し

た．さらに，本邦の500mb面において，風向別気温を

規則型および不規則型に分け，これらの分布を明らかに
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し，また，記号の組合せを用いて，風向別気温のメカニ

ズムを型に分類した（1972）．

　ところで，本邦における冬季の風向別気温の特徴をよ

り明確にするには，本邦の周辺地域を含めての立体的な

実態を知る必要がある．

　そこで，今回，1400E経線に沿うグァム島よりアヤソ

までの1000mb～50mbの風向別気温のクロスセクショ

ンの解析を行ない，その統計的特性を明らかにした．

　2．資料と解析方法

　調査に用いた資料は，Aerological　Data　ofJapanお

よび印刷天気図（気象庁）所載の1966年より1970年まで

の1月の9時，21時の風向，風速および気温である．ま

た，解析は，次のような方法で行なった．まず，16方向

別（グァム島およびアヤンにおいては32方向別）の風向

別気温の平均値を求め，それを，風向との関係により，

型に分類し，1400E経線に沿う上述の範囲におけるその

分布を調査した．

　この場合，吟味した観測点は，第1図に示すように，

140。E経線に近接した7地点で（1968年以降は，硫黄島

は資料がないので，南大東島を代りに用いた），調査した

等圧面は，1000mb，850mb，700mb，500mb，300mb，

200mb，100mbおよび50mbである（グァム島およびア

1975年11月 39
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第1図1400E経線に沿う本邦およびその周辺にお
　　　　ける風向別気温の型のプ・ファイル

　　　　　　　　（a）　1966年

ヤンは，50mbは資料がないので調査できなかった．ま

た，この地2点および八丈島では，1000mbの資料数が

少ないので，地上について調査を行なった）．また，館

野を例にとり，風向別平均気温の型を風速の階級別に求

めて，平均値の型との関係を吟味し，さらに，規則型が

典型的に出現する地点および年の資料を用いて，風向別

気温の度数分布解析を行なった．

　3．　風向別平均気温の型とそれらの1400E経線に沿う

　　プロファイル

　まず，風向別平均気温を，次の基準により，規則型

（N型）および不規則型（A型）に分け，さらに，N型

をN1，N2，N3の3型に細分した．（この場合，気温の

最高値の風向と最低値の風向とにより分類する方法が客

観的である．しかも，前節で述べた観測点のうち，グァ

ム島およびアヤンを除く地点について，これらの出現度

数を吟味した結果，これらは，南分を持つ風向と北分を

持つ風向とに分けるのが最も適当であることが判明し

た）．

　N型：風向別平均気温と風向とが密接な関係がある．

　N1型：風向別平均気温の最低値は，北分を持つ風向

で，最高値は，南分を持つ風向である．そして，風向別

平均気温が，風向の北分が減少し，また，南分が増加す

るに従って上昇する（傾向がある）．

　N2型：風向別平均気温が，その最低値の風向より，

最高値の風向に向かい，順次，上昇する（傾向がある）．

そして，最高値の風向は，北分を持つ風向である．

　N3型：風向別平均気温が，その最低値の風向より，

40

最高値の風向に向かい，順次，上昇する（傾向がある）．

　A型：風向別平均気温と風向との間に一定の関係がな

い．

　各年および1966年より1970年までの5年間を通しての

本邦およびその周辺の140。E経線に沿うこれらの型のプ

ロファイルを示すと，第1図（a）～（f）のようになる．

それぞれの主要な特徴を述べると，次のようになる．

　1966年

　N型は，N、型が大部分を占め（以下の年についても

同様である），この型がおもに分布する範囲は，次のよ

うにな：る．すなわち，グァム島～稚内の1000mbおよび

850mbに多く出現し，また，八丈島～秋田の700mbお

よび500mbに出現している．

　A型は，主として，グァム島の500mb～200mb，硫黄

島の700mb～50mb（200mbを除く），アヤンの1000mb

～100mbに分布している．

　1967年

　N、型が，グァム島～稚内の1000mbおよび850mbと，

八丈島～館野の700mb～50mbに多く出現している．

　A型は，グァム島の850mb～100mbおよびアヤンの

1000mb～100mbに分布している．

　1968年

　N1型が，南大東島～稚内の1000mb～700mbにまとま

り出現し，また，八丈島～秋田の200mbおよび館野～

稚内の50mbに出現している．

　A型は，主として，グァム島（850mbを除く）およ

びアヤンの1000mb～100mbに分布している．

　1969年

　N1型が，グァム島～稚内の1000mb～700mbに散在

し，また，八丈島～稚内の200mb～50mbにまとまり出

現している．

　A型は，主として，グァム島の1000mb～100mb（850を

除く）およびアヤンの850mb～200mbに分布している．

　1970年

　N1型が，館野および秋田の500mbおよび300mbに出

現し，また，八丈島～稚内の200mb～50mbの大部分を

占めている．

　A型は，主として，グァム島およびアヤンの1000mb

～100mbに分布している．

　1966～70年

　上記の5年間のうち，3箇年以上同じ型炉出現する場

合，その型が卓越すると定め，卓越する型のプ・ファイ

ルを示すと，第1図（f）のようになる．

、天気”22．11
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　N型は，N1型のみとなり，それが分布する範囲は，

主として，南大東島～稚内の1000mbおよび850mb，館

野および秋田の700mb～200mbのそれぞれのほぼ全域

と，八丈島～稚内の50mbである．

　A型が分布する範囲は，グァム島およびアヤンの1000

mb～100mbがおもである．

　4．風速別の風向別平均気温の型

　館野を例にとり，風速を，1000mbおよび850mbにお

いては5m／s，700mb，500mb，200mb，100mbおよび

50mbにおいては10m／sの区間に分け，風速の各階級ご

とに求めた風向別平均気温およびそれらの型を示すと，

第1表のようになる．この表より明らかなように，風速

の各階級別の風向別平均気温の型は，風向別気温の平均

値の型と（最大度数の階級の風向別平均気温の型は一致

するが，他の階級のそれらは），必ずしも一致しない．

この傾向は，500mb，100mb，50mbにおいて著しい．

　5．風向別気温度数分布の解析

　N・型を中心に，N型の3型につぎ，風向別気温の度
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数分布解析を行なってみる．

　まず，N・型の例として，1968年の八丈島の850mbお

よび1969年の稚内の100mbについて，その特徴を述べ

てみる．

　1）八丈島

　風向別気温Q出現度数，平均値，標準偏差，最高値，

最低値および度数分布図を示すと，それぞれ第2表（a）

および第2図（a）のようになる．これらより，度数分布

の特徴として，次のことがあげられる．

　風向別気温の出現度数は，W風の22が最も多い．平均

値は，NW風の一4．2。Cが最低で，SW風の5．40Cが最

高であり，前者より後者に向かい，順次，昇温し，N、

型の特徴が明瞭である．そして，風向差22．5。について

の昇温率は，2．40Cを示している．標準偏差は，WSW
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（f）　1966～70年

風の3．54を筆頭にWNW風がやや大きいが，他は3以

下の値である．最高値は，WSW風が最も高く，8。3。C

を示し，最低値は，NW風が最も低く，一6．8。Cを示し

ている．

　さらに，風速を5m／sの区間に分け，その各階級につ

いて，風向別気温の型を調べると，N型を示す階級は，

11～15m／s（平均風速を含む）および16～20m／s（とも

にN1型）の度数の多い階級であることがわかる．これ

らにつき，度数分布の特徴を示すと，第2表（b）のよう

になる．第2表（a）に比して，標準偏差が，11～15m／s

のNW風を除ぎ，1／2以下になっている風向がかなり

多いことは注目に値する．

　2）稚　内

　第3表（a）および第2図（b）より，度数分布の特徴を

述べると，次のようになる．

42

　出現度数は，W風の33が最も多い．平均値は，WNW

風の一55．20Cが最低で，SW風の一46．5。Cが最高であり，

風向差22．50についての昇温率も2．9。Cを示し，N1型

の特徴を典型的に示している．

標準偏差は，WNW風を除ぎ，2．60前後の値であ

る．最高値は，SW風の一44．2。Cが最も高いが，WNW

風を除き，各風向とも大差なく，最低値は，W風が最も

低く，一57．2。Cを示している．

　さらに，稚内についても，風速を5m／sの区間に分

け，その各階級について，風向別気温の型を調べると，

N型を示す階級は，16～20m／s（N3型），26～30m／s（平

均風速を含む）および31～35m／s（ともにN1型）の度

数の多い階級であることがわかる．これらにつき，度数

分布の特徴を示すと，第3表（b）のようになる．第3表

（a）に比して，標準偏差が，26～30m／sの階級のWSW

風を除き，小さく，且，1／2以下の値の風向が半数を占

めていることは注目してよい．

　次に，N2型の例として，1968年の館野の100mbにお

ける度数分布の特徴を示すと，第4表のようになる．平

均値が，WSW風の一60．60Cが最低，WNW風の
一56．7。Cが最高であり，前者より後者に向かい，順次，

昇温し，N2型の特徴を示している．

　さらに，N3型の例として，1967年の秋田の300mbに

おける度数分布の特徴を示すと，第5表のようになる．

平均値が，NNW風の一52．6。Cが最低，W風の一46・5。

Cが最高であり，前者より後者に向かい，順次，昇温

し，N3型の特徴を明瞭に示している．

　6．結語
　以上の解析により，140。E経線に沿う本邦およびその

周辺における冬季の風向別気温の立体的な構成が解明さ

れた．風向別平均気温のN型が，主として，南大東島

（硫黄島）～稚内に出現することが示されたが，筆者

は，100。W経線に沿うクロスセクションについても同様

の研究を行ない，やはり，N型が中緯度に大部分出現す

るという結果を得ている．

　次には，このメカニズムの究明が課題となり，また，

このような現象がグ・一バルなものかどうかを吟味する

必要があるので，研究を進めて行ぎたい．
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　　　闘’

サイエンティフィック・アメリカン編

須之部淑男，赤木昭夫，大場英樹　訳

　生態系としての地球

　　　　　　　　　　　　バイオスフィア

共立出版，B6版，282頁，1，400円

　科学雑誌「サイニンティフィック・アメリカン」は現

代科学の最前線を，その道の権威者の広い見識で咀囑

し，図説的に工夫を凝らして解説することで定評がある

が，われわれが英文のそれを読むとき，軽い読みものと

して一気に読みくだすことはなかなかできない．そうか

といって出典を詮索しながら精読するようなかたい論文

でもない．要するに程度の高い啓蒙的解説として通読し

たいところである．

　rパイオスフィア」という特集の同誌1970年9月号で

も，上述の編集哲学が貫かれているが，それを日本語で

読めるのが本書である．

　気象学をはじめ一般に自然科学では，一見，客観的な

ものさしで対象を記述しているように見えるが，じつは

人間次元からの興味の度合によって理解のされかたが異

るものである．自然を，たとえば地球を人間や生物の生

活環境という立場で眺めたらどうなるか．それがバイオ

スフィアー生物圏一という発想に連らなる．本書で

はこの考え方を，B・Bolinなど気象学や化学・生物学の

12人の専門家の筆により，基礎的問題を衝いて体系的に

編み出している点がみごとである．最初の8篇では生命

をはぐくむのに必要な基本的条件，エネルギー，水，炭

素，酸素，窒素などの地球上におけるサイクル過程が述

べられている．これらのサイクルでは生命体の外部での

大気や海洋の媒体としての役割が大きいことがあらため

て認識させられる．たとえば，GFDLのA・H・Oortに

よる「地球上のエネルギーサイクル」の中では，大気・

海洋系によるエネルギー平衡が地球上（パイオスフィ

ア）の温度を気候学的に一定に保ちうることが，大循環

シミュレーションによって予測できるという可能性を，

Smagorinsky・Manabe－Bryanモデルなどを例にとって述

べられている．後半の3篇では生物の生活や人間の生産

活動がバイオスフィアをいかに変えるかが論’じられてお

り，気候変動への影響も含めて今後の行政的課題まで言

及されている．

　気象学を学ぶ者として一読して感’じることは，大気の

科学を環境科学として，従来の気象学にとらわれない視

点でみようとする場合の方法論を暗示しているという点

である．

　NHKの科学スタッフによる翻訳はわかりやすく原文

に忠実であるが，異なるところは原文では文中にあった

図が，本書では各篇ごとにはじめての数頁に・一括して載

せてある点である．これは版組の都合によるものとも思

われるが，各図の説明文がくわしいので最初に図だけを

見てもかなりの理解が得られて便利である．

　筆者はr流体力学」を知らない教養課程の学生にr気

象学」の講義をしているが，本書の考え方は大気科学へ

のひとつの1ntroductionとして大いに参考になる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（竹田　厚）

1975年11月 43


